
おお困困りりごごととやや市市政政へへののごご要要望望ななどど、、おお気気軽軽にに各各議議員員ままででおお寄寄せせくくだだささいい。。

山山
崎崎
小小
学学
校校
のの
保保
護護

者者
やや
町町
内内
会会
かか
らら
トト
イイ

レレ
改改
修修
のの
陳陳
情情
がが
議議
会会

にに
出出
ささ
れれ
、、
全全
会会
一一
致致

でで
採採
択択
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

和和
式式
トト
イイ
レレ
がが
苦苦
手手

なな
児児
童童
がが
、、
少少
なな
いい
洋洋

式式
トト
イイ
レレ
（（
洋洋
式式
率率
女女

子子
トト
イイ
レレ
2299
％％
、、
男男
子子

5533
・・
８８
％％
））
にに
並並
んん
でで

いい
るる
、、
まま
たた
、、
臭臭
いい
がが

きき
つつ
くく
我我
慢慢
しし
てて
しし
まま

うう
等等
深深
刻刻
なな
実実
態態
がが
明明

らら
かか
にに
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

山山
崎崎
小小
のの
トト
イイ
レレ
はは

１１
９９
９９
６６
年年
まま
でで
にに
一一

部部
洋洋
式式
トト
イイ
レレ
等等
のの
改改

修修
をを
しし
まま
しし
たた
がが
、、
そそ

のの
後後
はは
改改
修修
はは
行行
わわ
れれ

てて
いい
まま
せせ
んん
。。

鎌鎌
倉倉
のの
公公
立立
小小
中中
学学

校校
2255
校校
中中
、、
築築
5500
年年
以以

上上
がが
９９
校校
、、
4400
年年
以以
上上

がが
1100
校校
、、
3300
年年
以以
上上
がが

４４
校校
とと
老老
朽朽
化化
しし
てて
おお

りり
、、
「「
鎌鎌
倉倉
市市
学学
校校
整整

備備
計計
画画
検検
討討
協協
議議
会会
」」

でで
はは
老老
朽朽
化化
しし
たた
公公
立立

学学
校校
のの
施施
設設
整整
備備
にに
つつ

いい
てて
2233
年年
度度
中中
にに
計計
画画

策策
定定
予予
定定
でで
すす
。。
そそ
のの

たた
めめ
トト
イイ
レレ
独独
自自
のの
改改

修修
計計
画画
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。

市市
はは
、、
トト
イイ
レレ
のの
抜抜

本本
的的
改改
修修
はは
でで
きき
なな
いい

がが
、、
掃掃
除除
のの
回回
数数
をを
増増

やや
しし
たた
りり
、、
便便
器器
をを
洋洋

式式
にに
変変
ええ
たた
りり
のの
改改
善善

はは
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
しし

てて
いい
まま
すす
。。
待待
っっ
たた
なな

しし
のの
課課
題題
。。
早早
急急
なな
改改

善善
をを
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

「位置条例」を否決！
市役所本庁舎移

転

市市
役役
所所
移移
転転
にに
はは
、、
市市

長長
のの
権権
限限
にに
よよ
るる
移移
転転
計計

画画
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
議議
会会
のの

議議
決決
にに
よよ
るる
位位
置置
条条
例例
とと

関関
連連
予予
算算
のの
議議
決決
がが
不不
可可

欠欠
でで
すす
。。
ここ
れれ
でで
直直
ちち
にに

移移
転転
計計
画画
がが
スス
トト
ッッ
ププ
とと

なな
るる
わわ
けけ
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ

んん
がが
、、
現現
在在
のの
移移
転転
計計
画画

をを
市市
にに
見見
直直
ささ
せせ
るる
うう
ええ

でで
重重
要要
なな
結結
果果
とと
なな
りり
まま

しし
たた
。。

現現
在在
のの
移移
転転
計計
画画
はは
、、

現現
在在
地地
のの
周周
辺辺
にに
集集
積積
しし

てて
いい
るる
官官
公公
署署
等等
がが
移移
転転

先先
のの
深深
沢沢
事事
業業
用用
地地
にに
整整

備備
ささ
れれ
るる
見見
通通
しし
もも
なな
くく
、、

現現
在在
地地
かか
らら
のの
交交
通通
事事
情情

がが
具具
体体
的的
にに
改改
善善
ささ
れれ
るる

見見
通通
しし
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。

事事
実実
上上
、、
「「
本本
庁庁
舎舎
だだ
けけ

をを
移移
転転
ささ
せせ
れれ
ばば
よよ
いい
」」

とと
いい
うう
水水
準準
でで
、、
深深
沢沢
地地

域域
のの
新新
たた
なな
中中
心心
市市
街街
地地

とと
いい
うう
「「
まま
ちち
づづ
くく
りり
のの

視視
点点
」」
がが
伴伴
っっ
てて
いい
なな
いい

不不
十十
分分
なな
移移
転転
計計
画画
とと
言言

わわ
ざざ
るる
をを
得得
まま
せせ
んん
。。

新新
庁庁
舎舎
のの
建建
設設
費費
用用
もも
、、

現現
在在
のの
１１
７７
００
億億
円円
でで
収収

まま
るる
保保
証証
はは
どど
ここ
にに
もも
なな

くく
、、
むむ
しし
ろろ
増増
加加
すす
るる
可可

能能
性性
のの
方方
がが
高高
いい
でで
しし
ょょ

うう
。。

そそ
うう
しし
たた
状状
況況
でで
今今
後後
、、

設設
計計
段段
階階
かか
らら
建建
設設
へへ
とと

向向
かか
ええ
ばば
、、
もも
うう
事事
業業
をを

止止
めめ
るる
ここ
とと
はは
でで
きき
まま
せせ

んん
。。
そそ
のの
ここ
とと
かか
らら
もも
、、

現現
在在
のの
整整
備備
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー

ルル
（（
左左
のの
図図
をを
参参
照照
））
をを

含含
めめ
、、
移移
転転
計計
画画
のの
見見
直直

しし
がが
必必
要要
でで
すす
。。

今今
後後
、、
鎌鎌
倉倉
とと
深深
沢沢
のの

二二
拠拠
点点
にに
よよ
るる
「「
分分
散散
化化

方方
式式
」」
なな
どど
、、
市市
民民
のの
皆皆

ささ
んん
のの
ごご
意意
見見
をを
伺伺
いい
なな

がが
らら
、、
見見
直直
しし
をを
市市
にに
強強

くく
求求
めめ
てて
いい
きき
まま
すす
。。

交
通
対
策
な
ど

改
善
見
通
し
な
し

子子
どど
もも
のの
医医
療療
費費
助助
成成

をを
担担
うう
市市
町町
村村
へへ
のの
財財
政政

支支
援援
にに
つつ
いい
てて
、、
神神
奈奈
川川

県県
はは
今今
年年
４４
月月
かか
らら

通通
院院
費費
のの
補補
助助
対対
象象

のの
年年
齢齢
をを
現現
在在
のの
６６

歳歳
まま
でで
かか
らら
、、
1122
歳歳

まま
でで
にに
引引
きき
上上
げげ
るる

方方
針針
をを
示示
しし
まま
しし
たた
。。

鎌鎌
倉倉
市市
はは
市市
民民
のの

強強
いい
要要
望望
とと
長長
いい
運運

動動
をを
経経
てて
、、
２２
００
２２

２２
年年
かか
らら
中中
学学
校校
卒卒
業業
まま

でで
所所
得得
制制
限限
なな
しし
でで
実実
施施

しし
てて
いい
まま
すす
。。

隣隣
のの
逗逗
子子
市市
はは
県県
内内
のの

市市
とと
しし
てて
初初
めめ
てて
1188
歳歳
まま

でで
所所
得得
制制
限限
なな
しし
でで
今今
年年

４４
月月
かか
らら
のの
実実
施施
をを
決決
めめ

まま
しし
たた
。。
子子
育育
てて
支支
援援
のの

立立
場場
かか
らら
鎌鎌
倉倉
市市
もも
一一
日日

もも
早早
くく
1188
歳歳
まま
でで
のの
医医
療療

費費
無無
料料
化化
をを
実実
施施
すす
るる
よよ

うう
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

子どもの医療費無料化

神
奈
川
県
が

年
齢
の
引
き
上
げ
に

18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を
！

山崎小学校のトイレ

～本庁舎等整備計画の見直しを～

先先
のの
1122
月月
定定
例例
会会
にに
おお
いい
てて
、、
移移
転転
にに
必必
要要
なな

「「
鎌鎌
倉倉
市市
役役
所所
のの
位位
置置
をを
定定
めめ
るる
条条
例例
のの
一一
部部
をを

改改
正正
すす
るる
条条
例例
」」
がが
提提
案案
ささ
れれ
、、
否否
決決
とと
なな
りり
まま

しし
たた
。。
（（
賛賛
否否
はは
、、
裏裏
面面
のの
表表
をを
参参
照照
くく
だだ
ささ
いい
））

臭くて我慢？！

計
画
の
見
直
し
が

ど
う
し
て
も
必
要

<<

地地
方方
自自
治治
法法>>

第第
４４
条条
２２
項項

前前
項項
のの

事事
務務
所所
のの
位位
置置
をを
定定
めめ
又又

はは
ここ
れれ
をを
変変
更更
すす
るる
にに
当当

つつ
てて
はは
、、
住住
民民
のの
利利
用用
にに

最最
もも
便便
利利
でで
ああ
るる
よよ
うう
にに
、、

交交
通通
のの
事事
情情
、、
他他
のの
官官
公公

署署
とと
のの
関関
係係
等等
にに
つつ
いい
てて

適適
当当
なな
考考
慮慮
をを
払払
わわ
なな
けけ

れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。
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市市
はは
、、
加加
齢齢
性性
難難
聴聴
にに

早早
くく
気気
づづ
きき
適適
切切
なな
対対
処処
をを

行行
うう
ここ
とと
はは
、、
生生
活活
のの
質質
のの

向向
上上
やや
認認
知知
症症
予予
防防
、、
介介
護護

予予
防防
にに
有有
効効
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。

聴聴
ここ
ええ
健健
診診
のの
実実
施施
やや
、、
高高

額額
なな
補補
聴聴
器器
のの
購購
入入
補補
助助
がが

必必
要要
でで
はは
なな
いい
かか
とと
たた
だだ
しし

まま
しし
たた
。。
市市
はは
、、
購購
入入
後後
合合

わわ
なな
いい
等等
のの
理理
由由
でで
使使
用用
しし

なな
くく
なな
るる
課課
題題
がが
ああ
るる
がが
、、

現現
時時
点点
でで
はは
市市
独独
自自
のの
助助
成成

はは
難難
しし
いい
とと
答答
弁弁
。。

吉吉
岡岡
議議
員員
はは
、、
県県
聴聴
覚覚
障障

害害
者者
福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
はは
聴聴

力力
検検
査査
、、
補補
聴聴
器器
のの
調調
整整
、、

試試
聴聴
をを
無無
料料
でで
行行
いい
、、
効効
果果

がが
ああ
るる
かか
、、
補補
聴聴
器器
がが
ああ
っっ

てて
いい
るる
かか
等等
確確
認認
をを
しし
、、
補補

聴聴
器器
購購
入入
のの
指指
導導
しし
てて
いい
るる

例例
をを
挙挙
げげ
、、
市市
のの
積積
極極
的的
対対

応応
をを
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
中中
途途
失失
明明
のの
原原
因因

のの
第第
１１
位位
はは
緑緑
内内
障障
でで
すす
がが
、、

緑緑
内内
障障
はは
自自
覚覚
症症
状状
がが
ほほ
とと

んん
どど
なな
くく
、、
早早
期期
発発
見見
がが
難難

しし
いい
問問
題題
でで
市市
はは
、、
緑緑
内内
症症

のの
早早
期期
発発
見見
のの
たた
めめ
にに
はは
眼眼

底底
検検
査査
、、
眼眼
圧圧
検検
査査
はは
有有
効効

だだ
がが
、、
国国
保保
特特
定定
健健
診診
、、
後後

期期
高高
齢齢
者者
健健
診診
でで
全全
員員
にに
実実

施施
すす
るる
のの
はは
健健
診診
機機
関関
のの
確確

保保
なな
どど
課課
題題
がが
ああ
るる
のの
でで
難難

しし
いい
とと
のの
見見
解解
。。
吉吉
岡岡
議議
員員

はは
歯歯
周周
病病
検検
診診
のの
よよ
うう
にに
4400

歳歳
5500
歳歳
6600
歳歳
等等
、、
節節
目目
検検
診診

のの
検検
討討
をを
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

〈〈
そそ
のの
他他
のの
質質
問問
〉〉

●●
健健
康康
診診
査査
のの
新新
設設
、、
改改
善善

／／
若若
年年
層層
のの
健健
診診
促促
進進
、、
改改

善善
●●
保保
健健
医医
療療
福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー

●●
高高
齢齢
者者
交交
通通
優優
待待
制制
度度
のの

復復
活活
充充
実実
にに
つつ
いい
てて
●●
深深
沢沢

モモ
ノノ
レレ
ーー

ルル
駅駅
のの
ババ

リリ
アア
フフ
リリ
ーー

化化

市市民民ニニュューースス ２２００２２３３年年１１、、２２月月号号

テテ
クク
ノノ
ロロ
ジジ
ーー
のの
進進

歩歩
とと
人人
間間
のの
健健
康康
やや
環環

境境
へへ
のの
調調
和和
はは
、、
日日
本本

にに
おお
いい
てて
重重
要要
課課
題題
のの

一一
つつ
でで
すす
。。
５５
ＧＧ
やや
事事

業業
者者
のの
新新
規規
参参
入入
にに
よよ

りり
、、
昨昨
年年
のの
鎌鎌
倉倉
市市
内内

にに
おお
けけ
るる
携携
帯帯
基基
地地
局局

計計
画画
数数
はは
２２
３３
００
カカ
所所

にに
及及
びび
、、
地地
域域
住住
民民
かか

らら
不不
安安
のの
声声
がが
顕顕
在在
化化

しし
てて
いい
まま
すす
。。

鎌鎌
倉倉
市市
でで
はは
1122
年年
前前

にに
「「
鎌鎌
倉倉
市市
携携
帯帯
電電
話話

等等
中中
継継
基基
地地
局局
のの
設設
置置

等等
にに
関関
すす
るる
条条
例例
」」
をを

制制
定定
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ここ

のの
条条
例例
はは
、、
携携
帯帯
電電
話話

等等
のの
中中
継継
基基
地地
局局
のの
設設

置置
にに
伴伴
うう
市市
民民
とと
事事
業業

者者
とと
のの
紛紛
争争
のの
未未
然然
防防

止止
をを
目目
的的
とと
しし
、、
事事
業業

者者
がが
市市
内内
でで
携携
帯帯
電電
話話

等等
のの
中中
継継
基基
地地
局局
をを
設設

置置
しし
よよ
うう
とと
すす
るる
とと
きき

にに
はは
、、
計計
画画
のの
概概
要要
をを

事事
前前
にに
、、
基基
地地
局局
のの
高高

ささ
のの
２２
倍倍
のの
範範
囲囲
のの
近近

接接
住住
民民
にに
説説
明明
すす
るる
ここ

とと
。。
まま
たた
、、
近近
接接
住住
民民

がが
属属
すす
るる
自自
治治
会会
・・
町町

内内
会会
をを
代代
表表
すす
るる
者者
にに

説説
明明
しし
、、
周周
知知
にに
努努
めめ

るる
ここ
とと
をを
規規
定定
しし
たた
もも

のの
でで
すす
。。

条条
例例
にに
よよ
るる
効効
果果
がが

ああ
るる
一一
方方
、、
見見
直直
しし
・・

改改
善善
のの
必必
要要
がが
ああ
るる
たた

めめ
、、
高高
野野
議議
員員
はは
具具
体体

的的
にに
提提
案案
しし
まま
しし
たた
。。

同同
条条
例例
施施
行行
規規
則則
第第
５５

条条
にに
よよ
りり
規規
定定
ささ
れれ
たた

説説
明明
会会
のの
開開
催催
にに
つつ
いい

てて
、、
自自
治治
町町
内内
会会
長長
がが

不不
要要
とと
判判
断断
しし
、、
事事
業業

者者
かか
らら
市市
にに
開開
催催
しし
なな

いい
旨旨
のの
届届
出出
がが
提提
出出
ささ

れれ
たた
後後
、、
住住
民民
かか
らら
説説

明明
会会
のの
開開
催催
がが
要要
望望
ささ

れれ
、、
条条
例例
にに
定定
めめ
のの
なな

いい
説説
明明
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ

るる
ケケ
ーー
スス
がが
複複
数数
のの
地地

域域
でで
生生
じじ
てて
いい
るる
かか
らら

でで
すす
。。
そそ
ここ
でで
、、
自自
治治

町町
内内
会会
長長
にに
負負
担担
をを
かか

けけ
なな
いい
形形
でで
説説
明明
会会
がが

開開
催催
でで
きき
るる
よよ
うう
規規
則則

のの
追追
加加
・・
見見
直直
しし
をを
提提

案案
しし
、、
改改
善善
のの
検検
討討
をを

求求
めめ
たた
もも
のの
でで
すす
。。

市市
はは
、、
自自
治治
町町
内内
会会

長長
のの
声声
をを
聞聞
いい
てて
考考
ええ

たた
いい
とと

答答
弁弁
しし

まま
しし
たた
。。

健
康
検
査
の

新
設
改
善
に
つ
い
て

1122月月定定例例会会のの各各議議員員のの一一般般質質問問はは次次のの内内容容でで行行いいままししたた。。

議案の採決結果（定数26）

吉
岡
議
員

会会派派のの名名称称

議議 案案

結

果 ３３
人人

共共
産産
党党２２

人人

自自
民民
党党３３

人人

公公
明明
党党４４

人人

夢夢
みみ
らら
いい

４４
人人

ヴヴ
ィィ
ジジ
ョョ
ンン

２２
人人

アア
ププ
デデ

２２
人人

かか
わわ
せせ
みみ

２２
人人

ネネ
ッッ
トト

４４
人人

無無
所所
属属

鎌倉市役所の位置を定める条例
の改正（（特特別別議議決決、、議議長長をを含含むむ））

否決 × ◎ ◎ ◎ △ × △ ◎ △
保育士の配置基準の見直しを求
める意見書 採択 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

えっ！ さらに59億円増⁉

収入の当ては？おもな見直し項目は

深深沢沢地地域域整整備備事事業業見見直直しし

◎◎::全全員員賛賛成成 △△::一一部部反反対対 ××::全全員員反反対対

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
、、
新新

自自
由由
主主
義義
のの
弊弊
害害

がが
顕顕
在在
化化
しし
まま
しし

たた
。。
今今
年年
５５
月月
、、

「「
困困
難難
をを
抱抱
ええ
るる

女女
性性
へへ
のの
支支
援援
にに

関関
すす
るる
法法
律律
」」
がが

交交
付付
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。

支支
援援
団団
体体
でで
はは
若若

年年
女女
性性
かか
らら
のの
相相

談談
がが
急急
増増
しし
てて
いい

るる
とと
いい
いい
まま
すす
。。

家家
がが
なな
いい
とと
仕仕

事事
にに
就就
けけ
なな
いい
、、

仕仕
事事
がが
なな
けけ
れれ
ばば

住住
まま
いい
もも
借借
りり
らら

れれ
なな
いい
とと
いい
うう
堂堂
々々

巡巡
りり
かか
らら
のの
脱脱
却却

のの
たた
めめ
にに
、、
自自
治治

体体
がが
住住
宅宅
のの
確確
保保

にに
責責
任任
をを
持持
つつ
ここ

とと
がが
求求
めめ
らら
れれ
まま

すす
。。セセ

ーー
フフ
テテ
ィィ
ネネ
ッッ

トト
住住
宅宅
をを
増増
やや
しし

てて
いい
くく
ここ
とと
、、
家家

賃賃
のの
補補
助助
、、
空空
きき

家家
のの
活活
用用
なな
どど
をを

求求
めめ
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
支支
援援
団団
体体

そそ
のの
もも
のの
へへ
のの
支支

援援
もも
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

住まいの貧困の現実と
アウトリーチ(手を差し伸べる）の構築を

武野議員

・・電電線線地地中中化化のの路路線線拡拡大大

・・調調整整池池のの規規模模拡拡大大

・・県県道道腰腰越越大大船船線線

（（柏柏尾尾川川沿沿いいのの一一部部））ののかかささ上上げげ

・・週週休休二二日日制制のの導導入入（（人人件件費費））

・・物物価価上上昇昇 等等

深深沢沢地地域域整整備備事事業業のの見見直直ししでで、、ささららにに5599億億円円のの支支出出増増ににななるるここととががわわかかりりままししたた。。ここれれにによよりり、、事事業業地地近近隣隣のの固固定定資資産産税税やや都都

市市計計画画税税ががささららにに上上ががるる可可能能性性ががあありりまますす。。事事業業地地付付近近のの土土地地価価格格がが上上昇昇しし、、土土地地（（保保留留地地））がが118844億億円円（（5500億億円円増増））でで売売れれるるとと

試試算算ししたたかかららでですす。。見見直直しし項項目目のの積積算算根根拠拠資資料料をを要要求求ししままししたたがが、、ままだだ示示せせなないいとと答答弁弁。。土土地地（（保保留留地地））がが5500億億円円もも高高くく売売れれるる？？

明明確確なな根根拠拠ははあありりまませせんん。。「「取取ららぬぬ狸狸のの皮皮算算用用」」とと言言わわざざるるをを得得まませせんん。。

新新駅駅費費用用ににつついいててはは今今回回言言及及ががあありりまませせんんがが、、現現状状のの物物価価高高のの影影響響をを受受けけ、、駅駅設設置置費費用用のの上上昇昇はは当当然然ああるるででししょょうう。。市市のの税税金金

負負担担はは４４億億円円でで済済むむははずずももななくく、、相相当当のの負負担担増増ににななるるののででははなないいででししょょううかか。。

高
野
議
員

携
帯
電
話
等
中
継
基
地
局
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例

運
用
の
見
直
し
を
提
案


